小説用サンプル

プロローグ

これは、LeMEで小説の電子書籍を作成するときのサンプルです。

初めての電子書籍

電子 (でんし)書籍 (しょせき)を作るのは難しくありません。Wordの使い方も本当に基本的なことだけで十分です。ちょっとしたことで便利になります。
見た目の部分はスタイルを使用します。小説の場合は、見出しくらいだと思いますが……。


挿絵を入れる

挿絵を入れるのは簡単です。入れたい場所に画像を貼り付けるだけです。見た目の大きさは関係ありません。邪魔にならない程度の大きさにしてください。むしろ大切なことは、画像の解像度が高いことです。

イラストが用意できないので、写真を挿絵代わりにしました。挿絵の前後の段落との間に空行は入れないようにします。
レイアウトの「折り返しの種類と設定」は、「行内」です。
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紙の書籍と共通化

正直なところ、紙の書籍と電子書籍の原稿を完全に共有化することは難しいです。もちろん、不可能ではありませんが、どうしてもレイアウト的に厳しいところがでてくるかと思います。おそらく本文ではなく、タイトルを表記する扉ページなどです。


エピローグ

これで、サンプルファイルは終了です。
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